
（別紙５－２）拠点校用

平成２０年３月１０日

拠 点 校 の 事 業 実 施 報 告 書

拠 点 校 名： 海津市立高須小学校

１ 年間スケジュールに基づいて実施した事業経過

月 取組の内容

４ ・研究内容、研究計画についての共通理解と役割分担

・児童の英語活動に関する実態調査

５ ・年間題材一覧計画の作成

６ ・学習の仕方の徹底（聞く姿勢・話す姿勢）

・校内研修（チャンツ、歌、スキットの提示の仕方）

７ ・１学期の研究の見直し

・児童の英語活動に関する実態調査

・部会研（３年２組） 
８ ・１学期の成果・課題と２学期の計画

・教材・教具の工夫と開発（歌の内容・校内掲示）

・校内研修（先進校の授業をビデオ視聴した後に授業研究）

・校内研修（歌と教室英語）

・年間の題材一覧見直し

９ ・単位時間の学習過程（学習活動の流れ）の在り方

・校内研修（英語表現）

10 ・単位時間の学習過程（学習形態）

・部会研（５年３組） 
11 ・全校研究会（５年３組） 

・児童を励ます評価の在り方（相互評価と教師からの評価）

・資料収集研修（１１／３ 名古屋都市センター）

12 ・児童の英語活動に関する実態調査

・資料収集研修（１２／２７ 愛知教育大）

・2 学期の研究のまとめと見直し

１ ・単元指導計画の見直し（評価規準とねらい）

２ ・先進校視察（２／７ 岐阜県中川小）

・拠点区実践交流会の開催 ・県における拠点校連絡協議会参加

３ ・資料収集研修（３／２ 大阪成蹊大）

・児童の英語活動に関する実態調査

・本年度のまとめと来年度の研究の方向

２ 本校における取組の具体的な内容

（１）教員の指導力向上のための取組

①全校研究会での研究授業や模擬授業の実施

先進校の視察や研修会に参加して収集した情報を職員間に広めるようにした。また、全校研究会



に向けて、事前の授業研究会で模擬授業を行い、本時の研究の視点を明確にして研究会に参加でき

るようにした。

さらに、学級担任が主体となって指導ができるように、本年度はＪＴＥが毎時間の授業の中で学

級担任の動き方について模範を示してきた。

②教室英語や歌などの紹介

職員会議や打ち合わせで、ほめ言葉や指示の言葉、学校で使われる英語、歌やチャンツなどにつ

いての研修を行った。また、各クラスに英語の歌のＣＤを配布したり、昼の放送で英語の歌を流し

たりするなどの環境整備を行ってきた。

（２）指導方法の工夫改善

①題材や配列の工夫改善

学校行事や季節等に即し、児童が興味をもつ題材を選定した。そして、１つの題材について、２

～６時間で単元を構成し、児童が毎時間の内容のつながりを意識できるようにした。

例えば、１学期は、あいさつ、友達へのインタビュー等クラスの仲間について知る活動を位置付

けた。１年生から一緒に過ごす仲間のことも、英語を使って改めて質問し合うことで、新しい面を

発見することができた。また、６年生の修学旅行に合わせ、「修学旅行で外国の人と話をしよう。」

という活動を設定し、修学旅行の準備とその報告会を行った。交流した外国の方からサインをもら

ったり、写真を一緒に撮ってもらったりすることで英語が通じたという喜びを感じることができた。

【資料１】＜第６学年 英語活動年間指導計画（抜粋）＞
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形の色塗り
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＜単元のねらい＞

・学旅行で外国人観

光客に話しかけ、名前

や出身地を尋ねる活

動を通して、

「Excuse me．Where

are you from？」等の

表現に親しみ、事実や

気持ちを伝え合うこ

とができる。

(国名)

Japan Canada Switzerland Indonesia

Poland Denmark Turkey Singapore 等

（対話例）

Hello、 how are you?

I’m ～. What’s your name?

My name is ～.

Where are you from? I’m from ～.

Let’s take a picture.

This is for you. This is ～.

Have a nice day.

Sign、 please. Goodbye!

His name is ～.

The country is ～.

This is a signature.

7
カード

ゲーム
ペア

月

8
シミュレー

ション
ペア

9
シミュレー

ション

グ ル

10
体験の発表

グ ル

②単元指導計画の工夫

単純なゲーム活動ではなく、英語を使って仲間とかかわり合いながら作業的な活動をすることを

通して課題解決できるようにした。単元のはじめに、単元の終末にはどのような活動を行うのかを

スキットや資料で示した。言語材料は、単元終末での活動に見通しをもちながら、必要な言語材料

を精選し、児童が毎時間繰り返して聞いたり使ったりすることで、楽しんで活動できるようにした。
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＜英語の授業の流れ＞ ＜主な活動、指導内容＞

1．Greeting & Song （挨拶と歌）

２．ＡＬＴ time （ＡＬＴの話）

3. Today’s goal （今日のめあて）

4．Practice （新しい言葉の練習）

5．Activity （中心となる活動）

6．Today’s comment （感想）

7．Greeting （終わりのあいさつ）

・児童が進行する。

・本時の活動の導入として、ＡＬＴが自分の国の

出身地や外国の文化の紹介を行う。

・ＡＬＴが他の指導者と共に活動の導入を行う。

・児童の理解を確かめるために話の途中で聞き返

しながら行う 
・今日のめあては、学級担任が提示する。

・ＡＬＴとＪＴＥ、ＡＬＴと学級担任で演示した

り本時の活動の練習やルール説明をしたりす

る。 
・本時のねらいに沿って、学級担任、ＡＬＴ、Ｊ

ＴＥの立場から活動を見届ける。

・本時のねらいに沿って、活動を評価する。

例えば、５・６年生「これは何でしょう。」では、単元終末にペアで自分たちの考えた食べ物ク

イズを出題し友達のクイズに答える活動を行う。このことを単元のはじめに児童に提示して、活動

意欲を喚起し、児童が見通しをもって活動できるようにした。また、児童が達成感を味わえるよう、

明確なねらいをもったクイズやゲームを各単位時間に設定した。

③単位時間の学習の流れのパターン化

一時間の授業の流れを次のように分け、黒板にも掲示をして学習過程をはっきり示すことで、児

童が見通しをもてるようにした。

時間 1 2 3 4 5 6

ね
ら
い

ペアクイズゲームを通して，野菜や果物

の形や大きさの特徴をよく聞いて，何の果
物かや野菜かを当てることができる。

ペアカルタゲームを通して，野菜や果物

の形や大きさ，味の特徴をよく聞いて，何
の果物かや野菜かを当てて，言うことが

できる。

「What is this ?]ゲームを通して，野菜や

果物の特徴を説明したり，それを聞いて
答えたりして，目を見て反応しながらペア

活動することができる。

「What's this ?」ゲームを作る活動を通し

て，野菜や果物について特徴を考えて，
クイズをペアで協力して作ることができ

る。

ゲームの内容をペアで練習する活動を通

して，出題の仕方や答え方，分からないと
きの反応の仕方を覚えることができる。

「What is this ?]ゲームを通して，食べ物

の特徴を説明したり，それを聞いて答えた
りして，目を見て反応しながら，はっきりと

した声で，ペア活動することができる。

主
な
活
動

① Greeting & song
あいさつをする。

② ALT's time

今日の話題を聞く。(ALTの好きな

果物・アボガド)

③Today's goal
単元のねらいをつかむ。

④ Practice

チャンツをする。

⑤ Activity

ペアクイズをする。
⑥ Today's comment

今日の活動を振り返る。

⑦ Greeting

あいさつをする。

① Greeting & song
あいさつをする。

② ALT's time

今日の話題を聞く。(ALTの好きな

野菜・生で食べる野菜)

③Today's goal
本時のねらいをつかむ。

スキット味の言い方

④ Practice

チャンツをする。
⑤ Activity

ペアカルタゲームをする。

⑥ Today's comment

今日の活動を振り返る。

⑦ Greeting
あいさつをする。

① Greeting & song
あいさつをする。

② ALT's time

今日の話題を聞く。(ALTの飲んだ

飲み物の紹介・ピンクレモネード)

③Today's goal
本時のねらいをつかむ。

④ Practice

チャンツをする。
⑤ Activity

「What's this ?」ゲームをする。

⑥ Today's comment

今日の活動を振り返る。

⑦ Greeting
あいさつをする。

① Greeting & song
あいさつをする。

② ALT's time

今日の話題を聞く。(ALTの食べた

物の紹介)

③Today's goal
本時のねらいをつかむ。

スキット 本時のねらいをつかむ。

コーヒーやカレーライスの紹介

④ Practice
It's ～.を使ってチャンツをする。

⑤ Activity

前時までの学習を思い出しながら，

自分のクイズの問題を考える。

⑥ Today's comment
今日の活動を振り返る。

⑦ Greeting

あいさつをする。

① Greeting & song
あいさつをする。

② ALT's time

今日の話題を聞く。

③Today's goal

本時のねらいをつかむ。

④ Practice

ペアでクイズの出題の練習をする。

⑤練習して困ったことや質問したいこと

を発表する。

⑥ Today's comment
今日の活動を振り返る。

⑦ Greeting

あいさつをする。

① Greeting & song
あいさつをする。

② ALT's time

今日の話題を聞く。(飲み物の容器

のサイズ)

③Today's goal
本時のねらいをつかむ。

④ Practice
クイズの出題の練習をする。

⑤ Activity

「What is this」？ゲームをする。

⑥ Today's comment

今日の活動を振り返る。
⑦ Greeting

あいさつをする。

言
語
材
料

・long/rounded, large/small

・apple/ banana/ melon/

orange/cabbage/ carrot/
corn/cucumber/chilippper/lemon/

pineapple/pepper/sweet potate

・salty/spicy/sour/sweet/bitter （対話例）

What's this?

Hint, please.
Pardon?

（対話例）

Sign please.

Here you are.
Thank you.

What's this?

Hint, please..

Pardon?

Give up.
Answer, please.

評
価
規
準

野菜や果物の形や大きさ，色や味の特徴

をよく聞いて，何の果物かや野菜かを当

てることができる。
（聞く）

野菜や果物の形や大きさ，色や味の特徴

をよく聞いて，何の果物かや野菜かを当

てたり，特徴を言うことができる。
（聞く)(話す）

はっきりした声で，誰とでも，特徴を説明

したり，特徴を聞いてそれが何かを当てた

りすることができる。
(態度)

野菜や果物について特徴を考えて，クイ

ズをペアで協力して作ることができる。

（態度）

はっきりした声で，分かりやすく特徴を説

明して出題したり，出題に反応したりする

ことができる。

(話す)(聞く)

はっきりした声で，特徴を説明したり，特

徴を聞いてそれが何かを当てたりするこ

とができる。
誰とでも活動ができる。

(態度)

配
慮
事
項

☆活動の前にペアで絵カードを見なが

ら，確実に聞き取れるようにする。

☆活動の前に野菜や果物の特徴をペ

アで確実に言えるようにする。

☆活動の前にペアで確実に言えるよう

にする。

☆ゲームを共に行い，何かを当てられ

るようにする。

☆出題するものを食べ物から選んで，

どんな特徴があるかを教師やペアで

相談して考える。

☆ペアで交互にはっきりと言えるよう

にする。

☆クイズのやりとりや反応の仕方をペ

アで練習する。

☆活動の前にペアで確実に言えるよう

にする。

☆ゲームを共に行い，何かを当てられ

るようにする。

【資料２】 単元指導計画の工夫

単元のねらい：「What's this ?]ゲームを通して，味や食べ物の言い方やゲームの出し方に慣れ親しみ，食べ物の特徴をはっきりとした声で伝えたり，分からないときにはもう一度言ってもらうように頼んだりしなが
ら，食べ物のヒントを考えて出したり，ヒントを聞いて答えたりすることができる。

果物や野菜の形や色の特徴をよく

聞き，何かを当てよう。

・クリアボイス

果物や野菜の形や色,味の特徴をよ

く聞き，何かを当てよう。
・クリアボイス

楽しく野菜・果物の「What's this

?」ゲームをしよう。

・アイコンタクト・反応
ペアで協力して，好きな食べ物に
ついてのクイズを作ろう。

４つのポイントができるように

「What's this ?」ゲームをしよ

う。・アイコンタクト・クリアボ
イス・ジェスチャー・反応

４つのポイントを意識して，

「What's this ?」ゲームを出題

したり，答えたりする練習をしよ

う。
・アイコンタクト・クリアボイ

ス・ジェスチャー・反応

活動４
クイズやゲーム
出口の活動に向けての
練習

活動３
クイズやゲーム

活動２
クイズやゲーム

活動１
クイズやゲーム

子どもたちが単元の最後に達成感を
味わって活動ができるように逆算して，明
確なねらいをもったクイズやゲームを各単
位時間に仕組むようにする。

単元終末の活動
食べ物クイズの活動
（ペア）

活動５
クイズやゲーム
出口の活動に向けての
練習

単元の出口の活動に向けて，毎時間，単元の言語
材料を繰り返す。また新しい言語材料を取り入れ
て，児童の実態や活動の特徴から
形態を考えてメインの活動を仕組む。

単元終末の活動をモ
デルスキットで示
す。

各単位時間に中心となる活動を
設定する。児童が達成感を味わっ
て各単位時間を終えることができ
るよう、明確なねらいをもったク
イズやゲーム等を設定する。

単元終末の活動を見通して、単位時間
の活動を設定する。児童の実態や活動の
特徴から活動形態を工夫する。言語材料
は、単元内で繰り返し使用しながら、少
しずつ新しい言語材料を取り入れ、無理
のないように配慮する。



（３）ＡＬＴや地域人材等の効果的な活用

①ＡＬＴの英語を聞く場の設定

まとまった内容の英語を類推しながら聞く体験として、ＡＬＴの出身地や外国の文化を理解する

ために「ＡＬＴ Ｔｉｍｅ」の時間を設けた。

②学級担任・ＪＴＥ・ＡＬＴによる英語活動の実施

本校では、４月から５・６年生では３人の指導者で授業を行ってきた。ＪＴＥ とＡＬＴが打ち合

わせをする時間を確保して、ＡＬＴと学級担任とのＴＴをスムーズに行うことができるようにした。

また、３人の指導者のうち、誰が何をどの場面で指導していくとより効果的に授業ができるのか

を明確にするために、３人の役割を以下のように分担した。

学級担任は、授業の進行や活動の見届け及び児童のモデルを示範する。評価は、主に人とのかか

わりの面や、前時からの伸び、学校生活の中で認めたい児童を中心に行う。

ＪＴＥは、ＡＬＴ とのスキットの演示、練習、活動中の指導・援助をする。評価は評価規準の観

点から大切にしたい点を中心に行う。

ＡＬＴは、英語や英語文化のモデル、主に英語を発話して児童に英語の音声を提示する。評価は、

英語を使って児童とかかわることができた喜びを伝える。

【１時間の活動における３人の役割】

授 業 の 流 れ 学級担任 ＪＴＥ ＡＬＴ

１ あいさつ・歌 児童のあいさつや

歌の姿を見届ける。 
児童と共に元気

に挨拶し歌う。 
児童と元気に挨

拶し歌う。 
２ ＡＬＴ time 児童の様子を見守

りながらＡＬＴの話

を聞く。驚いたりつぶ

やいたりして反応す

るモデルを示す。 

児童の様子を見

守りながらＡＬＴ

の話を聞く。驚いた

りつぶやいたりし

て反応するモデル

を示す。 

ＡＬＴの国や外

国の文化の紹介を

行う。聞き返すなど

児童の反応を引き

出しながら行う。 

３ 今日のめあて 大切な点も含めて、

めあての提示をする。

めあての提示を

援助する。（板書を

することもある。）

教室前方にて、め

あての提示を援助

する。

４ 新しい言葉と練習 児童のモデルをス

キットで演示する。

チャンツやスキ

ットでリードする。

チャンツやスキ

ットでリードする。

５ 活 動 全体を見て、活動の

様子を見届けたり、困

っている児童につい

て援助したりする。

児童の中に入っ

て分らないところ

について質問を受

ける。評価規準の大

切にしたい点から

見届ける。

児童の中に入っ

て会話をする。分ら

ないところについ

て質問を受ける。活

動を指導・援助す

る。 
６ まとめ・感想 学校生活全体を見

通して認めたい児童

を評価する。人とのか

かわりの面、前時から

の伸びを評価する。

評価規準の面か

ら大切にしたい点

を中心に評価する。

英語を使ってか

かわることができ

た喜びを伝える。

７ 終わりのあいさつ 児童と共に元気に

挨拶をする。

児童に元気に挨

拶を返す。 
児童に元気に挨

拶を返す。 



（４）児童の興味・関心等学習状況の変容の把握

①児童の意識調査の実施

・実施時期・回数：４月当初と各学期末、合計４回

【英語に関するアンケート「英語は楽しいですか」 】 （５年８０名、６年生７０名）

４月 ７月 １２月

５年 ６年 平均 ５年 ６年 平均 ５年 ６年 平均

毎回楽しい・大体楽しい 90.1 91.3 90.7% 93.8 80.3 87.8% 90.0 88.4 89.3%

つまらない時がある・毎回つまら

ない
9.9 8.7 0.3% 6.2 19.7 12.2% 10.0 11.6 10.7%

７月実施のアンケートでは、６年生の「楽しい」が減少している。これは、７月に行った英語活

動の言語材料が児童にとって難しく量が多すぎたからと考えられる。そこで、時間配当を見直し、

児童が言語材料に無理なく親しめるようもう少し時間をかけて繰り返し指導することにした。

また、英語活動についての感想として次のような回答がみられた。

授業のゲーム、クイズなどの活動が楽しいだけでなく、活動の中での仲間とのかかわりについて

触れている児童が見られた。

３ 本校における取組の成果等

（１）成果

①英語活動の指導法の研修

○ＪＴＥ(本校職員)が校内の英語活動を推進するコーディネーターの役割を務め、全校研究会や職

員研修を実施したことにより、英語活動のねらいや指導方法について全職員で共通理解できた。

②指導計画の作成及び指導方法の工夫改善

○学校行事や季節等を考えた題材選定や配列により、児童が英語活動の内容に興味・関心をもち、

意欲的に取り組むことができた。

○単元の終末を見通して、各単位時間にねらいを明確にしたクイズやゲーム活動を設定するととも

に、言語材料に慣れ親しめるように活動形態を変えながら段階を踏んで活動したことで、児童が

単元終末に達成感を味わうことができた。

○授業の流れをパターン化したことで、学級担任も児童も見通しをもって進んで活動に取り組むこ

とができた。

③ＡＬＴや地域人材等の効果的な活用

○学級担任、ＪＴＥ、ＡＬＴの各役割を明確にすることで、学級担任が主体となって活動を仕組め

るようになってきた。

・「英語を話すと楽しくなってきた。」

・「みんなと楽しく会話できた。」

・「グループで教え合えるようになった。」

・「話がたくさんできるようになった。」

・「友達の輪が広がった。」

・「教え合って英語が学べた。」

・「アイコンタクト、クリアボイス、反応など相手のことを考えてできるようになった。」

・「積極的に話しかけられるようになった。」

・「ジェスチャーができるようになった。」等



④児童の興味・関心等学習状況の変容の把握

○児童の意識調査を毎学期実施するとともに、学級担任やＪＴＥが授業での児童の様子や結果を考

察して次学期の教材開発を工夫したことにより、進んで活動する児童の姿を生み出すことができ

た。

（２）課題

①職員研修

・全職員の指導力が向上するように、研修内容の工夫を図るとともに、模擬授業を増やし実際の活

動を通して指導力を高めていく。

②指導計画

・児童の実態を踏まえて、毎時間の評価の観点を明確にするとともに、さらにコミュニケーション

能力を高めていくための題材と学習形態を工夫していく。

③指導体制

・学級担任、ＪＴＥ、ＡＬＴの３人体制から学級担任、ＡＬＴの２人体制等への円滑な移行につい

て考える。

④環境

・英語環境の一層の充実を図る。


